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 令和 2年度も初雪が令和 3年 1月 7日の夜間より降り出して、つもりました。明日、予定されていた、事務局

長会議は午後からに変更されました。また、10日に予定されていました消防の出初式も中止となりました。東

北地方、特に新潟県は 2000数百台の車が立ち往生して 30時間もの時間を車内で過ごしたと報道されてい

ました。車で待機中、雪に覆われ、一酸化中毒になり死亡された方もおられたそうです。地元の、消防団員は、

今年新築された家に放水をして、新築の家が火災にならないように祈願しました。  

   

   

  

  

 火の口交差点改善工事を行っています。五町田区民ばかりじゃなく、多くの人が待ちに待っていた交差点

がスムーズに通行できることになり大変便利になります。今のまま仕事が進むと 4 月には開通する見込みです。

同時に、千堂遺跡が出土しました。奈良時代から江戸時代までの遺跡だそうです。現在調査中です。 

   



≪麦踏み≫ 

  1月も半ばになると麦が栄え麦踏のシーズンとなってきました。あっちこっちの田んぼでは盛んに麦踏が行

われています。 

   

 

 

 年の瀬の第二「未の日」12月 18日が例祭にあたります。その前日、前夜祭として「お火焚き神事」が行わ

れます。例年は、餅つきをして、つきたての餅を振舞ったり、手羽や大根の煮つけなどが振舞われましたが、

今年は「コロナ」のため、出店もなく、さみしい例大祭となりました。「コロナ」が速く収まりますようにお祈りいた

します。 

   

 ＡＥＤの電池を交換しました。来年は本体を交換する予定です。                               

使わないが良いことですが、もしもの時の為に点検管理しています。                                

必要な場合、使用してください。 

 

 

 

 

八天神社お火焚き祭    

 


